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視 覚 障 害 

１ 指導上の特色及び基本的な配慮事項（特別支援学校学習指導要領解説総則等編より引用） 

視覚障害のある児童生徒は、視覚による情報収集が困難なために、限られた情報や

経験の範囲内で概念を形成する場合がある。特に実体や具体的経験を伴わない、言葉

による説明だけで事物・事象や動作を理解してしまう傾向が見られる。これは、いわ

ゆるバーバリズム（唯言語主義）と言われるものであるが、このような傾向を避ける

ためには、児童生徒の実態に応じて、事物・事象や動作と言葉とを対応させた指導を

心掛けることが大切である。その場合、見学や調査などの体験的な学習によって経験

の拡充を図ったり、観察や実験、操作活動などによって直接体験させ、具体的なイメ

ージを形づくったりすることができるような配慮が必要である。特に、児童生徒が保

有する感覚を活用して事物などをとらえることができるよう十分配慮するとともに、

それと言葉を結び付けていくことが重要である。 

 

視覚障害のある児童生徒が読み書きの手段として、点字と普通の文字のどちらを常

用するかということは大切な問題である。原則的には、視覚障害についての医学的、

教育的な観点から総合的に判断することになるが、視力や視野の程度、眼疾患の進行

状態、学習の効率性、本人の希望や意欲などが重要な判断基準となる。 

点字を常用して学習する児童生徒に対しては、点字の表記法を踏まえた系統的な指

導が必要である。また、点字の読み書きを速くする指導も大切であり、特に読みにつ

いては、内容を読み取りながら、その先を予測して読み進む方法を併せて指導すると

効果的である。 

普通の文字の指導については、漢字の読み書きが中心となる。指導に当たっては、

漢字を部首に分解し、部首に当たる基本漢字を徹底して指導する方法や漢字の読み書

きの誤りの傾向を類型的に整理して指導に生かす方法などがある。また、文章の種類

や内容に応じて読み分けることができる方法を身に付けたり、視覚補助具を活用して

速く読み書きできるようにしたりすることが大切である。 

点字を常用して学習する児童生徒に対する漢字・漢語の指導は、漢字の字義と結び

(1) 児童が聴覚、触覚及び保有する視覚などを十分に活用して、具体的な事物・事

象や動作と言葉とを結び付けて、的確な概念の形成を図り、言葉を正しく理解し

活用できるようにすること。 

(2)  児童の視覚障害の状態等に応じて、点字又は普通の文字の読み書きを系統的に

指導し、習熟させること。なお、点字を常用して学習する児童に対しても、漢字・

漢語の理解を促すため、児童の発達の段階等に応じて適切な指導が行われるよう

にすること。 
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付いた言葉が多い日本語の文章を正しく理解し、表現するために重要であり、児童生

徒の発達の段階や興味・関心、意欲等を考慮して適切に指導していくことが大切であ

る。特に、コンピュータ等の情報機器を活用する場合には、ディスプレイ画面上の文

章を音声化して理解するために漢字・漢語の理解が必要であるので、この点も踏まえ

た指導が必要である。また、児童生徒の学習状況等によっては六点漢字、八点漢字な

ど点字による漢字の表記について指導することも考えられる。 

 

視覚に障害がある児童生徒は、動いているものや遠くにあるものを理解することな

ど、視覚や触覚によって直接経験することが困難なものがある。このような内容につ

いては、児童生徒の視覚障害の状態等を的確に把握し、一人一人の児童生徒に即した

指導内容を精選するとともに、基礎的・基本的事項の理解や導入段階の指導に重点を

置いて、内容の本質や法則性を具体的に把握できるようにすることが大切である。例

えば、「体育」、「保健体育」で視覚に障害のある児童生徒に各種のボールゲーム等

を指導する場合は、視覚的模倣や空間的な把握が困難なことから、ルールの説明や基

本動作の習得に重点を置いた指導を十分に行う必要がある。視覚障害のある児童生徒

は、初めての内容を理解することには時間を要しても、一度理解してしまうと、それ

をもとに予測し、演繹的に推論することによって、その後の発展、応用の学習は、容

易にできる場合が多いので、このような基礎的・基本的理解を促す指導が重要である。

また、指導の順序等を考慮したり、観察・実験等の内容や方法を工夫したりして、効

果的な学習ができるようにすることも大切である。 

 

盲児童生徒に対する指導において留意すべき点を例示すると、次のとおりである。 

① 視覚による情報を聴覚や触覚などでとらえることができるようにすること。 

② 聴覚の活用や視覚による観察の方法を身に付けることができるようにすること。 

③ 視覚的イメージを、どの程度もっているかを把握すること。 

したがって、盲児童生徒に対する指導を行うに当たっては、凸図や模型などの触覚

教材や音声教材を活用して視覚的な情報を触覚や聴覚で把握できるようにしたり、モ

デル実験を行ったりするなど、指導内容・方法を工夫することが大切である。触覚や

聴覚は、視覚に比べると詳細な情報を得ることが困難な場合が多いので、情報収集の

ポイントを明確にし、部分的、継続的な情報を総合して、まず全体像を大まかに把握

(3)  児童の視覚障害の状態等に応じて、指導内容を適切に精選し、基礎的・基本的

な事項に重点を置くなどして指導すること。 

(4)  触覚教材、拡大教材、音声教材等の活用を図るとともに、児童が視覚補助具や

コンピュータ等の情報機器などの活用を通して、容易に情報の収集や処理ができ

るようにするなど、児童の視覚障害の状態等を考慮した指導方法を工夫するこ

と。 
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し、続いて全体像との関連のもとに内容を詳しく理解するというような方法を身に付

ける必要がある。 

弱視児童生徒に対する指導は、視覚の活用が中心となるが、他の感覚器官の活用も

併せて考える必要がある。弱視児童生徒の見え方は様々であり、視力のほかに、視野

の広さ、色覚障害の有無、眼振やまぶしさの有無などの影響を受ける。そのため、指

導の効果を高めるためには、一人一人に適した大きさの文字や図の拡大教材や各種の

弱視レンズ、拡大読書器などの視覚補助具を活用したり、机や書見台、照明器具等を

工夫して見やすい環境を整えたりすることが大切である。 

また、近年は、コンピュータや障害の状態に応じた周辺機器を用いて、点字と普通

の文字とを相互に変換したり、ディスプレイ画面上の文字を拡大したり、文章を音声

化したりすることによって、視覚的な情報を容易に収集・発信できるようになってき

た。したがって、視覚に障害のある児童生徒がコンピュータ等の情報機器や障害の状

態に応じた周辺機器を活用できるようにしたり、情報通信ネットワークなどを活用し

たりすることによって、視覚的な情報の入手が困難であるという視覚障害に伴う困難

を補って、問題解決的な学習等に主体的に取り組むことができるようにすることが大

切である。 

 

視覚に障害のある児童生徒は、環境を把握したり、状況を判断したりすることに困

難があるため、空間や時間の概念の形成が十分でない場合がある。しかし、児童生徒

が見通しをもち、意欲的な学習活動を展開するためには、このような空間や時間の概

念を活用して、授業が行われている教室や体育館、校庭等の場の状況や、取り組んで

いる学習活動の過程等を的確に把握できるよう十分配慮することが大切である。その

ためには、系統的な地図指導や図形指導などによって、空間や時間の概念の形成を図

ったり、実習や実技などの学習において、自分を基準とした位置関係で周囲の状況を

把握したりして、時間的な見通しをもって行動できるように指導する必要がある。 

 

２ 自立活動の内容（特別支援学校学習指導要領解説自立活動編より引用） 
１ 健康の保持 

(1) 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 

(2) 病気の状態の理解と生活管理に関すること。 

(3) 身体各部の状態の理解と養護に関すること。 

(4) 健康状態の維持・改善に関すること。 

(5)  児童が空間や時間の概念を活用して場の状況や活動の過程等を的確に把握で

きるよう配慮し、見通しをもって意欲的な学習活動を展開できるようにするこ

と。 
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(3) 身体各部の状態の理解と養護に関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒については、発達の段階に応じて、眼の構造や働き、

自己の視力や視野などの状態について十分な理解を図ることが必要である。その上で、

保有する視覚機能を維持するため、学習中の姿勢に留意したり、危険な場面での対処

方法を学んだりして、視覚管理を適切に行うことができるように指導することが大切

である。 

 

２ 心理的な安定 

(1) 情緒の安定に関すること。 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 

(3) 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒の場合、見えなかったり、見えにくかったりして周囲

の状況を即座に把握することが難しいため、初めての環境や周囲の変化に対して、不

安になることがある。そこで、状況の説明を聞いたり、状況を把握するための時間を

確保したり、急激な変化を避けて徐々に環境に慣れたりすることが大切である。また、

日ごろから一定の場所に置かれている遊具など、移動する可能性の少ないものを目印

にして行動したり、自ら必要な情報を得るために身近な人に対して的確な援助を依頼

したりする力などを身に付けることが大切である。 

視覚障害のある幼児児童生徒は、見えにくさから周囲の状況を把握することが難しい

ため、初めての場所や周囲の変化に対して、不安になる場合がある。 

このような場合には、一人一人の見え方やそれに起因する困難を踏まえた上で、周囲

がどのような状況かを教師が言葉で説明したり、あらかじめ幼児児童生徒とその場に移

動して一緒に確かめたりすることによって情緒的な安定を図るようにする。その上で、

幼児児童生徒が周囲を見回したり、聴覚などの保有する感覚を活用したりして状況を把

握することや、状況やその変化について友達や教師に尋ねて情報を得るようにすること

などを指導することが大切である。 

したがって、視覚障害のある幼児児童生徒が、周囲の状況を理解し、状況の変化に適

切に対応していくためには、この項目の内容と「２ 心理的な安定」、「３ 人間関係の

形成」、「４ 環境の把握」等の区分に示されている項目の中から必要な項目を選定し、

それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定することが大切である。 
 

３ 人間関係の形成 

(1) 他者とのかかわりの基礎に関すること。 

(2) 他者の意図や感情の理解に関すること。 

(3) 自己の理解と行動の調整に関すること。 

(4) 集団への参加の基礎に関すること。 
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(1) 他者とのかかわりの基礎に関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒の場合、相手の顔が見えない、あるいは見えにくいた

めに、他者とのかかわりが消極的、受動的になってしまう傾向が見られる。 

このような場合、だれかが話し掛けてきた場面では、自分の顔を相手の声が聞こえ

てくる方向に向けるようにしたり、相手との距離を意識して声の大きさを調整したり

するなどのコミュニケーションを図るための基本的な指導を行う。また、一緒に活動

している友達や周囲の状況が変化した場合は、必要に応じて、近くにいる友達に援助

を求めたり、他の友達のところへ連れて行ってもらったりするなどして、他者とかか

わる機会を設けるようにするなど、積極的に他者とかかわろうとする態度や習慣を養

うよう指導することが大切である。 

したがって、視覚障害のある幼児児童生徒に対して他者との積極的なやりとりを促

すには、この項目に加えて、「２ 心理的な安定」や「６ コミュニケーション」等の

区分に示されている各項目等を相互に関連付けて具体的な指導内容を設定することが

大切である。 

(2) 他者の意図や感情の理解に関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒の場合、相手の表情を視覚的にとらえることが困難で

あるために、相手の意図や感情の変化を読み取ることが難しい。この場合、聴覚的な

手掛かりである相手の声の抑揚や調子の変化などを的確に聞き分けて、話し相手の意

図や感情を的確に把握するとともに、その場に応じて適切に行動することができる態

度や習慣を養うことが大切である。 

(4) 集団への参加の基礎に関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒の場合には、目で見ればすぐに分かるようなゲームの

ルールなどがとらえにくく、集団の中に入っていけないことがある。そこで、あらか

じめ集団に参加するための手順やきまり、必要な情報を得るための質問の仕方などを

指導して、積極的に参加できるようにする必要がある。 

 

４ 環境の把握 

(1) 保有する感覚の活用に関すること。 

(2) 感覚や認知の特性への対応に関すること。 

(3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 

(4) 感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること。 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

(1) 保有する感覚の活用に関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒の場合、全盲であれば聴覚や触覚を活用し、弱視であ

れば、保有する視覚を最大限に活用するとともにその他の感覚も十分に活用して、学

習や日常生活に必要な情報を収集するための指導を行うことが重要である。 
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(2) 感覚や認知の特性への対応に関すること。 

眼の病気によりまぶしさを強く感じる幼児児童生徒を対象に屋外の活動を行う際に

は、遮光眼鏡を必ず装用するよう指導するとともに、その習慣化を図ることが大切で

ある。 

(3) 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 

視覚に障害があり、小さい文字等が見えにくい場合には、拡大読書器や遠用・近用

などの各種の弱視レンズなどの視覚補助具を効果的に活用することが有効である。ま

た、実験や観察を行うに当たって、明るさの変化を音の変化に変える感光器を用いる

など視覚情報を聴覚や触覚で代行する機器を活用できるように指導することが大切で

ある。 

弱視の児童生徒で、遠くの文字が見えにくかったり、本などを読むのに時間がかか

ったりする場合、遠用・近用などの各種の弱視レンズなどを使いこなすための指導を

行うことが大切である。 

例えば、動いているバスの行き先表示や時刻表、街頭の標識などの方向に素早くレ

ンズを向け、細かなピント合わせをするよう発達の段階に応じて指導したり、表やグ

ラフの読み取りのため、ルーペを速く正確に動かして数値などを把握する指導をした

りする必要がある。これらの指導は、緻密な作業を円滑に遂行する能力を高める指導

と関連付けて行うことが大切である。 

さらに、せっかくレンズなどの使用に習熟しても、思春期になると周囲の人から見

られることを気にして使うことをためらうことがあるため、各種の弱視レンズなどを

使ってよく見える体験を繰り返すことにより、低学年の段階から障害の受容を図り、

障害による困難な状態を改善・克服する意欲を喚起する指導を行うことが大切である。 

したがって、弱視の児童生徒が、保有する感覚を用いて各種の視覚補助具を活用し

たり、他の感覚や機器で代行したりするためには、この項目に加えて、「５ 身体の動

き」や「２ 心理的な安定」等の区分に示されている項目の中から必要な項目を選定し、

それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定することが大切である。 

(4) 感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関すること。 

視覚に障害がある場合、白杖を用いて一人で市街を歩くときには、その前に、出発

点から目的地までの道順を頭の中に描くことが重要である。歩き始めてからは、白杖

や足下からの情報、周囲の音、太陽の位置、においなど様々な感覚を通して得られる

情報を総合的に活用して、それらの情報と頭の中にある地図とを照らし合わせ、確か

めながら歩くことが求められる。したがって、周囲の状況を把握し、それに基づいて

的確に判断し行動できるよう指導することが極めて重要である。また、中学部・高等

部の生徒の場合は、必要に応じて、携帯電話のナビゲーション機能などを利用して自

分の位置と周囲の状況を把握させることも考えられる。 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 
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視覚障害のある幼児児童生徒の場合、触覚によって、対象物の形や大きさ、手触り、

構造、機能等を観察したり、教室、建物、市街などの地理的な関係を理解したりする

指導が必要となる。これらの指導に当たっては、幼児児童生徒がいろいろなものの的

確なイメージや概念をもつことができるように、教材・教具等を工夫したり、環境の

設定に配慮したりする必要がある。この場合、日常の生活や学習においては、適切に

認知したり、行動したりする際の手掛かりとして、形や大きさ、機能等の概念を的確

に活用できるよう指導することが大切である。 

 

５ 身体の動き 

(1) 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 

(2) 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。 

(3) 日常生活に必要な基本動作に関すること。 

(4) 身体の移動能力に関すること。 

(5) 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。 

(1) 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 

視覚に障害がある場合は、身体の動き等を模倣することを通して基本的な運動・動

作を習得することが困難であることが多い。そこで、姿勢や身体の動きについて、教

師の身体や模型などに直接触らせて確認させた後、幼児児童生徒が自分の身体を実際

に使って、その姿勢や動きを繰り返し学習するとともに、その都度教師が適切な指示

を与えることによって、正しい姿勢の保持や運動・動作を習得することが大切である。 

なお、このような指導を行う場合には、必要に応じて医師等の専門家と十分な連携

を図ることが大切である。 

(4) 身体の移動能力に関すること。 

視覚に障害がある場合には、発達の段階に応じて基本的な歩行技術の習得や援助を

依頼する方法などを身に付け、白杖を有効に活用して一人で安全に目的地まで行ける

ように指導することが大切である。校内や室内の歩行においては、伝い歩きや介助歩

行なども適切に行えるよう指導する必要がある。また、弱視の場合は、白杖だけでな

く保有する視覚を活用したり、視覚補助具を適切に使ったりできる力を付けることも

必要である。 

 

６ コミュニケーション 

(1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

(2) 言語の受容と表出に関すること。 

(3) 言語の形成と活用に関すること。 

(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

(5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること。 
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(3) 言語の形成と活用に関すること。 

視覚に障害があり、点字を常用して学習する幼児児童生徒の場合には、視覚的に対

象をとらえることが困難又は不可能である。このため、言葉の概念が音声言語だけの

情報で成立しやすく、事物や現象及び動作と言葉とを対応させて、確かなイメージに

裏付けられた言葉として獲得することに困難があることも少なくない。そこで、教材・

教具に工夫を加えるとともに、触覚や聴覚、あるいは保有する視覚を適切に活用して、

言葉の意味を正しく理解し、活用することができるよう指導することが大切である。 

(4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

視覚に障害がある場合には、点字キーボードでの入力や点字ディスプレイによる出

力に慣れたり、拡大文字によるディスプレイ上での編集に習熟したりするなど、コン

ピュータを操作する技能の習得を図ることが大切である。また、普通の文字と点字と

を相互変換したり、コンピュータの表示内容を音声で読み上げる機能を使ったりして

文書処理ができるようにすることにより、コミュニケーションを図ることも重要であ

る。進行性の眼疾患等で普通の文字を使用した学習が困難になった場合は、適切な時

期に使用文字を点字に切り替える等、学習効率を考えた文字選択の配慮が必要である。 

(5) 状況に応じたコミュニケーションに関すること。 

視覚障害のある幼児児童生徒の場合、視覚的な情報の入手に困難があることから、

場に応じた話題の選択や、部屋の広さや状況に応じた声の大きさの調節、話し方など

に課題が見られることが少なくない。こうした場合、例えば、相手と握手することに

より、体格や年齢などを推測して会話の糸口を見つけたり、相手の声や話の内容を注

意深く聞くことによって、部屋の広さや相手の状況を的確に判断したり、相手との距

離に応じて声の出し方を調節したりするなど、場や状況に応じた話し方を身に付ける

指導を行う必要がある。 

 

３ 教育課程編成の基本的な考え方（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所：特別支援教
育の基礎・基本 一人一人のニーズに応じた教育の推進より引用） 

① 児童生徒の実態やニーズを適切に把握するとともに、保有する感覚を最大限に活

用し、予測と確かめの力を育成すること。 

② 視覚障害の状態等によって学習の困難を伴う内容については、基本事項の理解や

導入段階の指導に重点を置くなど、指導内容の精選と配列を工夫すること。 

③ 学習の基礎となる能力を自立活動の時間における指導において重点的に指導する

とともに、各教科と自立活動との関連性を個別の指導計画等において具体的に示す

こと。 

④ 各教科等の指導に当たっては、視覚を含め他の感覚も有効に活用し、体験的な活

動を重視するとともに、児童生徒の自主的、自発的な学習が促されるよう工夫する

こと。 
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⑤ 交流及び共同学習の一層の推進を図る工夫をすること。 

 

４ 障害に応じた教育課程の編成（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所：特別支援教育
の基礎・基本 一人一人のニーズに応じた教育の推進より引用）  

  ① 弱視特別支援学級 

    弱視特別支援学級における教育課程の編成は、原則として小・中学校と同様であ

る。 

    しかし、弱視特別支援学級は、児童生徒の視覚障害の実態に即して少人数の学級

編制を行うとともに、児童生徒一人一人の視覚障害の状態や特性等に応じて具体的

な目標を設定し、適切な指導事項を選定するなど、特別な配慮や工夫をしながら教

科指導などを行っていく必要がある。また、児童生徒の障害や特性等から特に必要

がある場合には、特別の教育課程を編成することができる。 

② 通級による指導（弱視） 

通級指導を受ける児童生徒は各教科等の大半の指導を通常の学級で受けているた

め、教育課程の編成に当たっては基本的には小・中学校の学習指導要領によること

になる。 

   ただし、その場合、小・中学校の教育課程に加えて、又はその一部に替えて、障

害に応じた特別の指導を行うことから、弱視特別支援学級と同様に特別の教育課程

によることができる。 

 

５ 指導上の配慮事項（独立行政法人国立特殊教育総合研究所：特別支援学級のGood Practiceよ
り引用）  

① 上手な見方を育てるために次のような配慮を行うこと 

○ 大きくはっきり見せること 

○ 図と地のコントラストをつけること 

○  よく見比べさせること 

○  分類作業などを行うこと 

○ 視覚的な認知能力を高めること 

○ 目と手の協応動作の発達を促すこと 

② よく見えないことが原因で不足しがちな日常生活の基本的な技能を高めること 

③ 自分の眼疾患を理解し、日常生活における適切な自己管理を身に付けさせること 

④ 弱視レンズや拡大読書器などの視覚補助具を活用する能力を高めること 

  ⑤ ノートや定規などの学用品は視覚障害のある児童生徒が使いやすいものを準備す

ること 

  ⑥ 遮光カーテン、個別照明、傾斜机、書見台などの環境設備を行うこと 

 


